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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・心電図検査～3/15（火）14:00、14名予定となっています。

・3/8（火）～3/11（金）まで病院視察研修の為、看護課課長が不在となります。その間の代行者は、3/8：佐藤主任　3/9：谷藤副主任　3/10：鳥谷部副主任　3/11：松沢副主任となっています。

　課長の判断が必要と判断した場合には携帯に連絡をして下さい。視察中は電話に出る事が出来ないので必ず留守電に伝言を残し、課長に連絡した内容を次の勤務帯の勤務者に申し送りをして下さい。（日勤帯で必ず、折り返しの連絡が出来るとは限らない為）

　緊急で判断したものについては、経過報告をお願いします。

・塗装工事予定日、塗装業者の作業人数について

3/27（日）→西病棟防火扉枠（業者：１名）

3/28（月）→西Ｂ病棟詰所カウンター（業者：３名）

3/29（火）→西Ｂ病棟詰所カウンター（業者：３名）

・生活習慣病改善プログラム指導者養成研修の終了証と、個人能力開発カードが各スタッフファイルに入っています。ネームケースに入れておき、自分が受講してある項目については看護課課長に申し出て下さい。

・4/1（金）より個人情報保護法が施行となります。それに伴い、病院システム（リスクマネジメント）の構築をしていくのでご協力お願いします。

・木ノ下　ツヨ様～まとまらない行動や言動、奇異な行動（頻回に私物や食器等を動かす行動、自室にてその場をクルクルと回る行動等）がみられ、本人からも「最近、忘れっぽい」と訴え聞かれている為、本日主治医指示にて頭部ＣＴ検査行っています。

　　　　　　　　　買い物カード紛失の訴え聞かれ再発行中です。再発行後は買い物カードを一時預かり予定として検討しています。

　　　　　　　　　夜間の睡眠の不安定さ、自室の出入りの多さ、私物の乱雑さがあり同室者からの苦情もきかれる為、部屋移動しています。

駒木　洋士　様～24号室→23号室

木ノ下　ツヨ様～31号室→24号室

・布施　邦雄　様～自己服薬管理導入予定となっています。ご家族面会時に服薬ボードの準備の依頼をして下さい。また、本人より“差し歯が取れた”と歯科受診希望あり、ご家族に歯科受診の確認もして下さい。

・岩崎　誠一　様～3/9（水）9:00～17:00の初外出予定となっています。

　　　　　　　　　また、3/9より作業療法導入となります。（Ｂ－２グループ）

・吉田　光良　様～本人、ご家族より3/20（日）の外出希望が聞かれています。主治医より“本人の状態をご家族へ伝えた後に外出をすすめていく”とあり、面談設定中です。外出は面談後に行って頂く予定となっています。

・高間木　八男様～売店でのスティックシュガー購入が多くみられ、一度に使用する本数も５～６本と多い為、スティックシュガーを預かりとして、１日３本（6:30、11:30、16:30）で使用して頂きます。

＜定期薬変更＞

木ノ下　ツヨ様～センナリド　２Ｔ→３Ｔ

臨時として処方されていたセンナリドが定期薬となります。本人より便秘を訴えられ処方されていました。脱水、下痢症状に注意して観察し、排便コントロールを促していきましょう。

稲垣　恵利子様～リスパダール（１）２Ｔ、タスモリン（１）２Ｔ　２＊ndE


　　　　　　　　リスパダール（１）３Ｔ、タスモリン（１）３Ｔ　３＊ndE

　　　　　　　　主治医診察時に「日中の薬が３回の方が良い」と訴えあり、２＊ndEから３＊ndEとなっています。

　　　　　　　　幻聴、独語の有無、表情、睡眠状況等、観察必要です。

駒木　　学　様～タスモリン（１）３Ｔ、リスパダール（１）１Ｔ→止め

　　　　　　　　ジプレキサ（10）１Ｔ処方となっています。

　　　　　　　　プログラム、食事の拒否や「退院しなくてもいい。一生入院してる」と投げやり的な発言、異常体験に左右された発言等が聞かれていました。

3/4（金）弟様の面会後は落ち着き、表情良くプログラム、日課へ取り組む事出来ています。

ジプレキサの服用による本人の幻覚体験の変化等、観察必要です。


ご家族の面会後、精神症状が落ち着くというように、ご家族の力と同等の関わりを看護サイドで展開する事が重要になります。

